
五
井
蘭
洲

『萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

　
　
　
　
　ー
そ
の
体
裁
の
検
討
と
、
一
部
〈
翻
刻
〉
ー

北　
谷
　
幸
　
冊

は　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
の
る

　さ
き
に
私
は
、
「
萬
葉
集
詰
』
（
五
井
蘭
洲
著
）
を
、
も
と
故
吉
永
登
博
士
所
蔵
の
三
冊
本
（
以
下
「
吉
永
本
」
と
略
称
す
る
こ
と
と
す
　
　
　
一

る
）
に
よ
り
翻
刻
、
発
表
し
（
『
相
愛
国
文
』
第
六
号
・
第
七
号
・
第
八
号
）
、
次
い
で
「
索
引
」
を
付
し
た
（
『
相
愛
国
文
』
第
九
号
）
。
　
　
　
1
1

翻刻
、
索
引
作
成
の
作
業
と
前
後
し
て
、
幸
い
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
の
三
冊
本
（
以
下
「
神
習
文
庫
本
」
と
略
称
す
る
）
・
東
京
国
立
博
　
　
　
　
一

物
館資
料
館
所
蔵
の
五
冊
本
（
以
下
「
東
博
資
料
館
本
」
と
略
称
す
る
）
・
岡
山
大
学
図
書
館
小
野
文
庫
所
蔵
の
五
冊
本
（
以
下
「
岡
山
大

学
本
」
と
略
称
す
る
）
を
、
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
。

　
翻刻
の
際
に
底
本
と
し
た
吉
永
本
『
萬
葉
集
詰
』
三
冊
は
、
現
在
園
田
学
園
女
子
大
学
図
書
館
吉
永
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
次

章
に
あ
げ
る
類
の
、
『
萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
解
題
す
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
神
習
文
庫
本
・
東
博
資
料
館
本
・
岡
山
大
学
本
の
ほ
か
に
も
、

いず
れ
か
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
別
本
が
あ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　
本稿
で
は
、
原
本
を
見
る
こ
と
の
で
き
た
吉
永
本
・
神
習
文
庫
本
・
東
博
資
料
館
本
・
岡
山
大
学
本
の
四
本
に
つ
い
て
、
そ
の
体
裁
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

検
討
す
る
。
併
せ
て
、
吉
永
本
に
は
な
い
が
、
神
習
文
庫
本
に
は
付
さ
れ
て
い
る
〔
あ
と
が
き
〕
と
、
東
博
資
料
館
本
の
「
萬
葉
集
話

附言
」
を
翻
刻
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
『
萬
葉
集
話
』
の
成
立
事
情
の
一
端
を
知
る
手
だ
て
と
も
な
ろ
う
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

五
井
蘭
洲

『萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭
洲

『萬
葉集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

一
　

『萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
の
解
題
書

　
『
萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
の
解
題
を
付
す
も
の
に
、
近
く
は
『
補
訂
版
國
書
総
目
録
』
（
岩
波
書
店
）
・
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
（
岩
波
書
店
）

があ
る
が
、
そ
の
他
に
こ
の
書
を
解
題
す
る
も
の
の
数
は
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
今
回
管
見
し
得
た
主
な
も
の
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
と

おり
で
あ
る
。

　
　
　
　
マ
こ

　　
ア
　
万
葉
集
詰
ほ
帖
姑
口
　
六
巻
三
冊
　
㊧
注
釈
　
⑧
五
井
純
禎
、
子
常
補
　
⑱
宝
暦
二
成
、
寛
成
九
序
　
㊧
東
博
・
無
窮
神
習

　
　　
（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
補
訂
版
國
書
総
目
録
』
第
七
巻
、
平
成
二
・
九
・
六
。
五
〇
二
頁
）

　
　
　
　
マ
マ
　

　　
イ
　
万
葉
集
話
は
軌
獄
の
六
巻
三
冊
㊧
注
釈
㊨
五
井
蘭
洲
（
五
井
純
禎
）
、
子
常
補
㊥
宝
暦
二
成
寛
政
九
序
㊥
岡
山
大
小
野

　
　　
（
五
冊
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　　
（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
〈
國
書
総
目
録
続
編
〉
第
二
巻
、
平
成
二
二
二
・
二
六
。
三
七
九
頁
）
　
　
　
　
　
　
1
2

　　
ウ
ま
ん
え
ふ
し
ふ
ご
萬
葉
集
詰
躰
四
巻
五
井
純
禎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　言
語
を
い
ろ
は
順
に
集
め
、
巻
一
を
天
文
、
時
候
。
巻
二
を
鬼
神
、
人
倫
、
支
髄
。
巻
三
を
態
藝
、
事
爲
。
巻
四
を
虚
詞
、
助
欝

　
　
　
等
に

言語
の
一
々
を
解
稗
し
た
る
も
の
な
り
。

　
　　
（
佐
村
八
郎
『
國
書
解
題
』
、
大
正
一
五
・
一
〇
・
一
〇
増
訂
改
版
。
一
八
五
二
頁
）

　　
工
　
萬
葉
集
詰
　
五
冊
　
爲
　
五
井
蘭
洲

　
　
　
集中
の
句
を
天
文
時
候
等
に
分
類
し
、
略
解
を
施
し
た
も
の
。
寛
政
九
年
中
川
昌
房
の
序
が
あ
る
。

　
　　
（
佐
佐
木
信
綱
「
萬
葉
集
研
究
書
目
解
題
」
〈
『
萬
葉
集
選
稗
』
、
昭
和
四
・
四
・
二
〇
第
二
版
、
五
二
〇
頁
V
）

　
　
　
ハ
マ
マ
　
　
ハ
マ
マ
　

　　
オ
　
万
葉
詰
　
三
冊
　
半
紙
袋
綴
写
本
（
吉
永
　
登
氏
蔵
）

　
　
　萬
葉
集
の
語
句
を
巻
一
天
文
時
候
・
巻
二
鬼
神
人
倫
支
体
・
巻
三
態
芸
事
為
・
巻
四
虚
詞
助
辞
に
わ
か
ち
、
各
巻
い
ろ
は
順
に
配



　
　
　
列し
て
略
解
し
た
も
の
。

　
　
　
写本
に
は
他
に
四
冊
本
五
冊
本
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
巻
首
に
寛
政
九
年
十
月
高
津
中
川
昌
房
の
序
（
純
禎
の
歌
並
び
に
此
書
の

　
　　
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
）
と
巻
末
に
萬
葉
集
凡
例
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
　

（
八
木　
毅
「
懐
徳
堂
の
和
学
書
目
並
解
説
」
〈
大
阪
大
学
國
文
学
研
究
室
『
語
文
』
第
一
〇
輯
「
懐
徳
堂
の
和
学
特
輯
号
」
〉
、

　
　
　
昭和
二
九
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　力
　
萬
葉
集
詰
　
三
冊
　
寓
　
五
井
蘭
洲

　
　
　鯛
園
　
薄
赤
紙
書
表
紙
。
丙
圏
　
集
中
の
語
彙
を
、
天
文
時
候
、
地
理
宮
室
、
鬼
神
人
倫
支
髄
、
草
木
穀
菜
、
鳥
獣
轟
魚
、
服
食

　
　
　
器財
、
態
藝
事
爲
、
虚
詞
助
鮮
の
八
部
門
に
類
別
し
、
そ
の
中
を
更
に
以
呂
波
順
に
掲
げ
、
略
注
を
附
せ
る
も
の
。
隔
圏
大
島
雅

　
　
　太
郎
氏
所
蔵
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　

（佐
佐木
信
綱
『
萬
葉
集
事
典
』
典
籍
編
、
昭
和
四
四
・
四
・
一
〇
、
四
版
、
七
〇
二
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

　
　キ
　
ま
ん
え
ふ
し
ふ
ご
　
萬
葉
集
詰
　
四
巻
　
五
井
純
禎
撰
　
爲
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
　こ
の
書
は
、
巻
一
天
文
時
侯
、
巻
二
鬼
神
人
倫
支
髄
、
巻
三
態
藝
事
爲
、
巻
四
虚
詞
助
鮮
に
わ
か
ち
、
各
巻
い
ろ
は
順
に
語
を
集

　
　
　め
て
解
稗
せ
り
。

　
　　
一
本
、
巻
末
に
萬
葉
集
凡
例
、
巻
首
に
寛
政
九
年
一
〇
月
高
津
昌
房
と
い
う
人
の
、
純
禎
の
歌
井
に
此
書
の
こ
と
を
述
へ
た
る
文

　
　
　を
添
へ
た
る
あ
り
。

　
　
　

（『国
語
学
書
目
解
題
』
補
遺
、
昭
和
五
一
・
九
・
九
、
複
製
、
三
〇
頁
）

　こ
れ
ら
の
解
説
す
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
冊
数
・
巻
数
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
内
容
も
同
一
で
は
な
い
。

　右
の
う
ち
の
、
オ
に
云
う
『
万
葉
詰
』
は
『
萬
葉
集
詰
』
の
誤
り
（
八
木
毅
氏
か
ら
の
教
示
に
よ
る
）
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
に
説
く
「
岡

山
大
学
本
」
は
、
著
者
名
、
補
訂
者
名
も
、
成
立
を
示
す
「
序
」
も
付
さ
れ
て
い
な
い
五
冊
本
で
あ
る
。
ウ
・
エ
・
カ
・
キ
の
解
題
す
る

五
井
蘭
洲

『萬
葉
集
話
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭
洲

『萬
葉
集詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

と
こ
ろ
の
い
ず
れ
か
が
、
無
窮
会
神
習
文
庫
・
東
京
国
立
博
物
館
資
料
館
・
岡
山
大
学
小
野
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、

オ
の
解
題
も
含
め
て
、
ウ
・
オ
・
カ
・
キ
が
解
説
す
る
各
巻
の
内
容
は
い
ず
れ
も
、
吉
永
本
・
神
習
文
庫
本
・
東
博
資
料
館
本
・
岡
山
大

学
本そ
れ
ぞ
れ
の
各
巻
の
内
容
と
全
く
一
致
す
る
と
は
い
え
な
い
。
現
物
を
見
な
い
ま
ま
で
解
題
を
付
し
た
も
の
が
踏
襲
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
事
、
さ
ら
に
は
別
の
写
本
が
存
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
事
も
考
え
ら
れ
る
。

二
　
諸
本
の

体
裁
の

検
討

　
A
　
吉
永
本

　〈
第
一
冊
目
〉
の
冒
頭
に
、
「
凡
例
」
・
「
目
次
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
「
凡
例
」
（
『
相
愛
国
文
』
第
六
号
に
翻
刻
）
は
、
東
博
資
料
館
本
・

岡
山
大
学
本
に
も
付
さ
れ
て
い
て
、
記
述
は
三
本
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
東
博
資
料
館
本
．
岡
山
大
学
本
で
は
い
ず
れ
も
〈
第
五
冊
目
〉
　
　
　
　
一

の

最後
に
位
置
し
、
と
も
に
「
萬
葉
集
凡
例
」
と
の
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

B
神
習
文
庫
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
く第
二
冊
目
V
に
お
い
て
「
萬
葉
集
詰
巻
四
」
と
し
て
掲
げ
る
項
目
は
、
吉
永
本
で
言
え
ば
く
第
二
冊
目
∨
の
内
容
に
あ
た
る
が
、
「
草

木
穀菜
」
・
「
鳥
獣
轟
魚
」
・
「
服
食
器
財
」
の
三
項
目
に
解
説
を
分
け
て
い
る
吉
永
本
と
は
異
り
、
「
服
食
・
鳥
獣
・
轟
魚
・
草
木
・
器
財
」

の
一
項
に
ま
と
め
て
い
る
。
吉
永
本
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
「
穀
菜
」
の
項
目
立
て
が
抜
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
見
出
し
語
彙
数
は
、
吉

永本
の
三
項
目
合
計
五
九
七
語
に
対
し
、
神
習
文
庫
本
で
は
一
項
目
に
ま
と
め
て
六
二
五
語
と
、
神
習
文
庫
本
の
方
が
多
い
。
更
に
、
神

習
文
庫
本
以
外
の
三
本
に
「
態
藝
事
爲
」
・
「
虚
詞
助
鮮
」
と
あ
る
項
目
名
が
、
神
習
文
庫
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
虚
詞
」
・
「
事
態
」
と
あ
る
。

〈第
三
冊
目
〉
の
末
尾
に
は
、
題
を
付
さ
な
い
ま
ま
で
の
〔
あ
と
が
き
〕
的
な
文
が
あ
る
。

　C
　
東
博
資
料
館
本

　
各
冊
に

題
策を
付
し
、
五
冊
を
く
第
一
冊
目
V
か
ら
順
に
、
「
仁
」
・
「
義
」
・
「
禮
」
・
「
智
」
・
「
信
」
と
名
付
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ



の

東
博
資
料
館本
の
題
簸
に
は
全
冊
「
萬
葉
集
話
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
表
記
は
題
簸
に
お
い
て
の
み
で
は
な
く
＜
第
五
冊
目
〉
を

除く
各
巻
の
冒
頭
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
表
記
は
他
の
三
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
著
者
蘭
洲
に
は
『
源
語
詰
』
と
名
付

け
る
著
書
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
『
萬
葉
集
詰
』
が
正
し
い
書
名
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
に
「
中
川
草
庵
昌
房
著
」
と
あ
る
こ
と

と
も
併
せ
、
書
写
し
た
人
物
の
賢
し
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　
〈第
一
冊
目
〉
か
ら
く
第
五
冊
目
V
ま
で
の
各
冊
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
巻
之
一
」
か
ら
「
巻
之
五
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
〈
第
一
冊

目
〉
に
記
さ
れ
る
べ
き
「
萬
葉
集
詰
　
巻
之
一
」
と
の
表
示
を
書
き
落
と
し
て
い
る
。
巻
末
に
「
萬
葉
集
　
凡
例
」
が
あ
る
が
、
こ
こ
も
正

し
く
は
　
　
「
萬
葉
集
詰
　
凡
例
」
と
記
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
D
　
岡
山
大
学
本

　〈
第
一
冊
目
〉
か
ら
〈
第
五
冊
目
〉
ま
で
の
各
冊
を
、
題
策
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
＝
」
か
ら
「
五
」
と
す
る
。
〈
第
四
冊
目
〉
の
題
　
　
　
　
一

簸
に
「
万
葉
集
詰
」
と
あ
る
の
は
、
「
萬
」
に
統
一
す
べ
き
を
書
き
誤
っ
た
も
の
。
〈
第
三
冊
目
V
末
尾
に
付
す
「
萬
葉
集
凡
例
」
は
、
　
　
　
1
5

吉永
本
の
「
凡
例
」
お
よ
び
、
東
博
資
料
館
本
の
「
萬
葉
集
　
凡
例
」
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
諸本
、
巻
名
を
付
し
て
い
る
も
の
と
、
無
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
神
習
文
庫
本
の
ほ
か
は
す
べ
て
、
吉
永
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
項
目
名
を

掲
げ
て
八
項
目
に
分
類
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
語
彙
の
取
り
あ
げ
順
序
も
解
説
の
仕
方
も
酷
似
し
て
い
る
。
し
か

し
、
神
習
文
庫
本
が
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
て
い
る
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
表
記
は
、
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
収
載
語
彙
数
は
、
神

習
文
庫
本
の
二
五
八
六
語
が
最
も
多
い
。

　こ
れ
ら
を
、
表
示
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
丁
数
を
、
算
用
数
字
は
収
載
語
彙

数を
示
す
こ
と
と
す
る
。

五
井
蘭洲
『
萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭
洲

『萬
葉集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

A
　
吉
永
本

B
　
神
習
文
庫
本

C
　
東
博
資
料
館
本

D
　
岡
山
大
学
本

〈第
一
冊
目
〉

〈第
一
冊
目
V

〈第
一
冊
目
V

〈第
一
冊
目
〉

（表
紙
書
）
萬
葉
集
詰
上

（題簸
）
萬
葉
集
詰
上

（題叢）

（題按
）
萬
葉
集
詰
一

（内
容
）
　
　
　
　
五
七

（
内
容
）
　
　
　
　
四
五

萬
葉
集
話
中
川
策
庵
昌
房
著
仁

（内
容
）
　
　
　
一
〇
九

萬
葉
集
詰
≡
三
　
凡
　
　
例
　
目
　
　
次
天
文
時
候
　
　
　
励
地
理
宮
室
　
鰍
鬼
神
人
倫
支
髄
　
棚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
萬
葉

　

（

　

萬
葉
集
詰
　
　
天
文
時
候
　
　
⑰
　
　
地
理
宮
室
　
　
⑭
〈
第
二
冊
目
〉
　
（
題
策
）
萬
葉
集
詰
二
　
（
内
容
）
　
　
　
一
二
八

〈第
二
冊
目
〉

（
内
容
）
　
　
　
　
五
四

萬
葉集
話
中
川
策
庵
昌
房
著
義

萬
葉
集
詰

（表
紙

内
容
）
　
　
　
　
四
四
萬
葉
集
詰
四
五
六
草
木
穀
菜
　
　
　
捌
鳥
獣
轟
魚
　
倣
服
食
器
財
　
　
　
加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

萬
葉
集
　鬼

　

（

内
容
）
　
　
　
　
二
〇
　
萬
葉
集
話
巻
之
二
　
　
鬼
神
人
倫
支
髄
　
勘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
第
三
冊
目
〉
　
（
題
簑
）
　
萬
葉
集
話
中
川
策
庵
昌
房
著
禮

　
　服
食
器
財
木

　
　
㎜
　
　
鳥
獣
轟
魚
　
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
第
三
冊
目
〉
　
（
題
簸
）
萬
葉
集
詰
三
　
（
内
容
）
　
　
　
　
五
三

〈第三
冊
目
〉
　
（
表
紙
書
）
萬
葉
集
詰
下

（題
内
容
）
　
　
　
　
四
四

（

内
容
）
　
　
　
　
三
二
萬
葉
集
話
巻
之
三

萬
葉
集
詰
鬼
神
人
倫
支
髄
　
杣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
1
6一



（

内
容
）
　
　
　
　
六
一
萬
葉
集
詰
七
八
終
態
藝
事
爲
　
　
鋤
虚
詞
黎
　
　
鍬

萬
葉
集
詞

　
　態
藝
事

爲
　
　
　
翻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
第
四
冊
目
〉
　
（
題
簑
）
　
萬
葉
集
話
中
川
策
庵
昌
房
著
智
　
（
内
容
）
　
　
　
　
四
二

〈

第
四

冊

（題

内
容
）
　
　
　
　
六
九
萬
葉
集
詰
　
　
態
藝
事
爲
　
　
捌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

萬
葉
集話
巻
之
四

〈第
五
冊
目
〉

　
　服
食
器

財

栞
繋
　
　
㎜
　
　
鳥
獣
轟
魚
　
　
　
捌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〈
第
五
冊
目
〉

（題

内
容
）
　
　
　
六
二
萬
葉
集
詰
虚
詞
助
欝
　
　
　
鋤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（題簸）

萬
葉集
凡
例

萬
葉
集
話
中
川
策
庵
昌
房
著
信

（

内
容
）
　
　
　
　
二
九
　
　
（
マ
マ
）
萬
葉
集
詰
巻
之
五

虚
詞
助
欝
　
　
㎝

萬
葉集
凡
例

全
三冊
・
八
巻
・
一
六
二
丁

全
三冊
・
六
巻
・
一
四
三
丁

全
五冊
・
五
巻
・
一
七
四
丁

全
五冊
・
五
巻
・
四
一
二
丁

八
項
目
・
2
1
5
8
語

八
項
目
・
2
5
8
6
語

八
項
目
・
2
5
6
7
語

八
項
目
・
2
5
6
3
語

一
1
7一

五
井
蘭
洲

『萬
葉集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭
洲

『萬
葉集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

　
次
に
、
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
冒
頭
の
部
分
（
「
始
」
で
示
す
）
と
、
項
目
末
尾
の
部
分
（
「
終
」
で
示
す
）
を
翻
刻
表
示
し
て
、
各

項
がど
の
語
の
ど
の
様
な
解
説
で
始
ま
り
、
ど
の
語
で
終
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
天
文
時
候

　
　

A　
吉
　
永
　
本

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
ま
ち
月
　
あ
か
し
と
つ
〉
け
た
り
　
十
八
夜
の
月
な
り

　
　
　

（終
）
　
　
　
ひ
さ
か
た
の
月

　
　B
　
神
習
文
庫
本

　
　
　

（始
）
　
○
イ
部
　
イ
マ
チ
月
国
ア
カ
シ
ト
ツ
・
ケ
タ
リ
、
十
八
日
ノ
月
也

　
　
　
（終
）
　
○
モ
部
　
モ
チ
ク
タ
チ
囚
十
五
日
已
後
也
　
　
○
セ
部
　
　
○
ス
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　C
　
東
博
資
料
館
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8

　
　
　
（始
）
　
以
　
い
ま
ち
月
　
三
あ
か
し
と
つ
〉
け
た
り
　
十
八
日
の
月
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　

（
終
）
　
　
　
ひ
さ
か
た
の
月
　
八

　
　D
　
岡
山
大
学
本

　
　
　

（始
）
　
伊
　
ゐ
ま
ち
月
　
三
あ
か
し
と
つ
x
け
た
り
　
十
八
日
の
月
也

　
　
　

（終
）
　
　
　
ひ
さ
か
た
の
月
　
八

　B
は
、
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
た
表
記
と
な
っ
て
い
る
（
以
下
、
各
項
目
に
つ
い
て
も
同
じ
）
。
（
始
）
の
見
出
し
文
字
が
D
で
は
ワ
行
の
　
「
ゐ
」

に
な
っ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
文
字
遣
い
に
一
部
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
四
本
の
解
説
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
A
の
み
は
、
「
十
八
夜
の
月
」

と
あ
る
。
（
終
）
の
「
ひ
さ
か
た
の
月
」
に
つ
い
て
、
C
・
D
に
は
こ
の
語
の
出
る
萬
葉
集
の
巻
数
を
「
八
」
で
示
し
て
い
る
が
、
巻
数
表

記
のな
い
A
を
含
め
て
、
こ
の
語
に
つ
い
て
は
見
出
し
語
の
み
で
、
解
説
は
な
い
。
B
で
は
、
「
○
モ
部
」
と
あ
る
直
前
「
○
ヒ
部
」
の
末



尾
に

「ピ
サ
カ
タ
ノ
月
　
四
」
と
見
出
し
語
の
み
が
あ
り
、
こ
の
項
目
の
最
後
は
見
出
し
語
を
掲
げ
な
い
ま
ま
「
○
ス
部
」
と
の
表
記
で
終

わ
っ
て
い
る
。

　
地
理宮
室

　
　

A　
吉
永
本

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
な
み
く
に
は
ら
　
播
磨
印
南
也
　
郡
を
く
に
と
も
云

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
み
よ
し
の
里
　
住
吉
な
ら
す
　
只
す
み
心
よ
き
里
と
い
ふ
に
よ
め
り

　
　
B
　
神
習
文
庫
本

　
　
　

（始
）
　
○
イ
部
　
イ
ツ
ミ
川
　
日
蛙
ナ
ク
ト
モ
、
又
菅
ヲ
ヨ
メ
リ
、
今
ノ
木
津
川
也

　
　
　
（終
）
　
　
　
ス
ミ
ノ
江
　
囚
浦
シ
マ
ノ
寄
こ
墨
吉
水
江
ト
カ
キ
テ
ト
モ
ニ
仙
讃
二
、
ス
ミ
ノ
エ
ト
ヨ
メ
リ
、
季
注
ハ
、
同
所
ト
ミ
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　テ
丹
波
ト
セ
リ
、
又
童
蒙
抄
ヲ
引
テ
、
一
州
を
立
ツ
ヨ
リ
テ
水
江
ヲ
丹
後
ト
モ
ス
ル
也
、
ヲ
ヨ
ソ
コ
ノ
万
葉
　
　
　
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　二
、
墨
吉
ト
カ
キ
テ
モ
、
仙
讃
ハ
ミ
ナ
ス
ミ
ノ
エ
ト
ヨ
ム
、
浦
島
ノ
「
カ
ツ
テ
摂
州
ノ
ス
ミ
ノ
エ
ト
イ
フ
コ
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
見
工
子
ハ
、
イ
ツ
レ
ニ
モ
丹
波
ナ
ル
「
明
也
、
墨
吉
ト
モ
カ
キ
、
ス
ミ
ノ
エ
ト
モ
ヨ
メ
ル
ハ
、
カ
タ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
フ
カ
シ
、
ソ
ノ
上
、
仙
讃
イ
ツ
レ
モ
ス
ミ
ノ
エ
ト
ア
リ
テ
、
一
所
モ
ミ
ツ
ノ
エ
ト
ナ
シ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（北
谷
注
　
神
習
文
庫
本
で
は
「
ス
ミ
ノ
江
」
の
語
注
の
後
に
「
ハ
シ
ケ
ヤ
シ
、
ハ
シ
キ
ヤ
シ
、
ハ
シ
キ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ハ
シ
コ
ヤ
シ
」
・
「
ヨ
シ
エ
ヤ
シ
、
ヨ
シ
エ
」
・
「
モ
ト
ナ
、
モ
ト
ナ
シ
」
・
「
ウ
ラ
モ
ト
ナ
ク
」
と
題
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
歌を
掲
げ
て
の
文
章
に
よ
る
解
説
が
あ
る
。
）

　
　C
　
東
博
資
料
館
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ね

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
な
ひ
く
に
は
ら
　
一
播
磨
卯
南
也
　
郡
を
く
に
と
も
云

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
み
の
え
　
八
浦
島
の
寄
に
墨
吉
水
江
と
書
て
と
も
に
仙
点
に
す
み
の
え
と
よ
め
り
季
説
に
ハ
同
所
と
み
て
丹
波

五
井蘭
洲
『
萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭
洲

『萬
葉集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
せ
り
亦
童
蒙
抄
を
引
て
丹
後
ハ
元
明
天
皇
の
時
丹
波
を
さ
き
て
一
州
を
立
よ
り
て
水
江
を
丹
後
と
も
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也
凡萬
葉
に
墨
吉
と
書
て
も
仙
点
は
皆
す
み
の
え
と
讃
浦
島
の
事
か
つ
て
摂
州
の
す
み
の
え
と
も
よ
め
る
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
かた
く
い
ふ
か
し
其
上
仙
点
に
い
つ
れ
も
皆
す
み
の
え
と
有
て
一
所
も
み
つ
の
え
と
ハ
な
し

　
　
D
　
岡
山
大
学
本

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
な
ひ
く
に
は
ら
　
一
播
磨
印
南
也
　
郡
を
国
と
も
云

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
み
の
江
　
八
浦
島
の
寄
に
墨
吉
水
江
と
書
て
と
も
に
仙
点
に
す
み
の
え
と
よ
め
り
季
説
に
は
同
所
と
見
て
丹
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
せ
り
又
童
蒙
抄
を
引
て
丹
後
は
元
明
天
皇
の
時
丹
後
を
さ
き
て
一
州
を
立
よ
り
て
水
の
江
を
丹
後
と
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　る
也
凡
萬
葉
に
墨
吉
と
書
て
も
仙
点
は
皆
す
み
の
え
と
讃
浦
島
の
事
か
つ
て
摂
州
の
す
み
の
江
と
云
事
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ね
ハ
い

つ

れ
に
も
丹
波
な
る
事
明
か
也
然
る
に
墨
吉
と
も
書
て
す
み
の
え
と
も
よ
め
る
ハ
か
た
く
い
ふ
か
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
其
上
仙
点
に
い
つ
れ
も
皆
す
み
の
江
と
有
て
一
所
も
み
つ
の
え
と
は
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　こ
の
項
目
に
お
け
る
A
・
B
・
C
・
D
の
（
始
）
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
見
出
し
文
字
も
、
語
注
も
i
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
漢
　
　
　
一

字
書き
か
仮
名
書
き
か
の
違
い
を
除
い
て
ー
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
B
の
（
始
）
は
「
イ
ツ
ミ
川
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
「
イ
ナ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

ク
ニ
ハ
ラ
」
は
、
前
か
ら
三
番
目
に
「
イ
ナ
ヒ
ク
ニ
ハ
ラ
　
日
播
　
ノ
印
南
也
、
郡
ヲ
、
古
バ
ク
ニ
ト
イ
フ
」
と
あ
る
。
（
終
）
は
、
A
本

「す
みよ
し
の
里
」
の
語
注
で
終
わ
る
が
、
「
す
み
の
え
」
を
解
注
す
る
他
の
三
本
の
記
述
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
A
本
に
は
「
す
み
の
江
」

の

見出
し
も
、
語
注
も
な
い
。

　鬼
神
人
倫
支
饅

　
　

A　
吉
　
永
　
本

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
に
し
へ
の
を
う
な
　
年
ふ
り
た
る
女
也
　
を
う
な
と
は
か
り
に
て
も
老
姐
の
こ
と
也
　
を
ん
な
と
は
別
也

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
ゑ
人
　
陶
器
を
つ
く
る
ひ
と
な
り



　
　B
　
神
習
文
庫
本

　
　
　

（始
）
　
○
イ
部
　
イ
モ
　
　
日
家
二
在
イ
モ
ト
ア
リ
、
妻
ヲ
云
、
又
四
二
出
タ
ル
ハ
、
実
ノ
妹
ヲ
イ
ヘ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
イ
ニ
シ
エ
ノ
ヲ
・
ナ
　
目
年
老
タ
ル
女
也
、
ヲ
・
ナ
ト
バ
カ
リ
ニ
テ
モ
、
老
女
ノ
「
也

　
　
　

（終
）
　
　
　
　
　
ス
エ
人
　
口
因
陶
器
ヲ
ツ
ク
ル
人
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ス
ミ
ラ
ミ
ク
サ
　
ロ
出
民
ク
サ
ト
イ
フ
如
シ
、
季
注
二
、
師
説
ト
テ
、
コ
レ
ハ
官
軍
ノ
「
ナ
リ
ト
云
、
是
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
人ノ
寄
ナ
レ
ハ
、
ヲ
ノ
レ
官
軍
ト
ナ
リ
テ
、
コ
コ
ニ
来
リ
シ
ト
ヨ
メ
ル
也
、
皇
御
軍
也
、
軍
ノ
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ニ
テ
、
士
卒
ノ
コ
ト
ニ
ナ
ル
也
、
戦
ト
云
コ
ト
ニ
非
ス
、

　
　C
　
東
博
資
料
館
本

　
　
　
（始
）
伊
い
に
し
へ
の
を
う
な
二
年
ふ
り
た
る
女
也
を
う
な
と
は
か
り
に
て
も
老
姐
の
こ
と
也
を
ん
な
と
ハ
別
也
　
　
一

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
ゑ
人
　
＋
六
陶
器
を
つ
く
る
人
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

　
　D
岡
山
大
学
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　

（始
）
伊
い
に
し
へ
の
お
う
な
二
年
ふ
り
た
る
女
也
お
う
な
と
は
か
り
に
て
も
老
姐
の
事
也
を
ん
な
と
は
別
也

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
ゑ
人
　
＋
六
陶
器
を
つ
く
る
人
也

　A
・
C
・
D
三
本
と
も
に
「
い
に
し
へ
の
を
う
な
」
に
始
ま
り
、
「
す
ゑ
人
」
に
終
わ
っ
て
い
て
、
解
注
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
B
の
み
は
、
（
始
）
「
イ
モ
」
・
（
終
）
「
ス
ミ
ラ
ミ
ク
サ
」
と
な
っ
て
い
て
、
三
本
の
冒
頭
お
よ
び
末
尾
の
語
注
が
B
本
で
は
、
そ
れ

ぞ

れ前
か
ら
二
番
目
（
「
イ
モ
」
の
次
）
、
後
か
ら
二
番
目
（
「
ス
ミ
ラ
ミ
ク
サ
」
の
前
）
に
位
置
し
て
い
る
。

　
草
木
穀
菜

　
　

A　
吉
　
永
　
本

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
つ
も
の
花
仙
云
い
つ
は
ほ
む
る
詞
　
藻
の
花
也
　
見
安
云
出
藻

五
井蘭
洲
『
萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭洲
『
萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
ゑ
つ
む
花
　
く
れ
な
ゐ
の
す
ゑ
つ
む
花
と
有
　
紅
花
な
り

　
　B
　
神
習
文
庫
本
…
…
（
北
谷
注
　
神
習
文
庫
本
は
、
「
服
食
、
鳥
獣
、
轟
魚
、
草
木
、
器
財
」
を
一
ま
と
め
に
し
て
、
巻
四
の
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
成
し
て
い
る
。
）

　
　　
（
始
）
　
○
イ
部
　
イ
サ
ナ
　
目
…
…
ト
リ
海
辺
ト
ツ
・
ク
、
又
ア
フ
ミ
ト
モ
ツ
・
ク
、
イ
サ
ハ
、
イ
サ
ム
也
、
勇
也
、
ナ
ハ
、
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　也
、
ス
ナ
ハ
チ
、
勇
魚
ト
モ
カ
ケ
リ
、
湖
海
ノ
大
魚
ヲ
サ
シ
テ
イ
フ
、
鯨
ニ
カ
キ
ラ
ス
、
季
吟
説
、
磯
菜
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　リ
ト
義
ヲ
ト
ル
所
モ
ア
リ
ト
云
、

　
　
　

（終
）
　
　
　
ス
タ
ク
　
団
］
集
ル
也
、
野
モ
サ
ワ
ニ
鳥
ス
タ
ケ
リ
ト
有
、
人
ニ
ハ
用
ヒ
ヌ
言
力
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（北
谷注
　
ち
な
み
に
、
吉
永
本
・
東
博
資
料
館
本
・
岡
山
大
学
本
の
い
ず
れ
も
が
冒
頭
に
注
を
付
す
「
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　もの
花
」
に
つ
い
て
の
神
習
文
庫
本
の
注
記
は
初
め
か
ら
四
番
目
に
あ
る
。
解
説
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
）
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
ッ
モ
ノ
花
四
仙
云
、
イ
ッ
ハ
、
ホ
ム
ル
詞
也
、
藻
ノ
花
ナ
リ
、
見
安
ノ
説
ニ
ハ
、
出
藻
ノ
花
ナ
リ
、
水
中
ヨ
リ
　
　
　
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　出
ル
、
藻
ノ
花
ナ
リ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　C
　
東
博
資
料
館
本

　
　
　

（始
）
　
伊
　
い
つ
も
の
花
　
四
仙
云
い
つ
ハ
ほ
む
る
詞
藻
の
花
也
見
安
説
出
藻

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
ゑ
つ
む
花
　
＋
く
れ
な
ゐ
の
…
…
紅
花
也

　
　D
　
岡
山
大
学
本
…
…
（
北
谷
注
　
岡
山
大
学
本
で
は
、
こ
の
項
「
草
木
」
と
あ
る
。
）

　
　
　

（始
）
　
伊
　
い
つ
も
の
花
　
四
仙
云
い
つ
ハ
ほ
む
る
詞
藻
の
花
也
見
安
説
出
藻

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
ゑ
つ
む
花
　
＋
く
れ
な
ゐ
の
…
…
紅
花
也

　A
・
C
・
D
三
本
と
も
に
、
こ
の
項
は
「
い
つ
も
の
花
」
に
始
ま
り
「
す
ゑ
つ
む
花
」
に
終
わ
っ
て
い
て
、
一
部
引
用
歌
の
省
略
箇
所

があ
り
は
す
る
け
れ
ど
も
、
語
注
も
同
様
で
あ
る
。
さ
き
に
注
記
し
た
と
お
り
、
B
に
は
「
草
木
穀
菜
」
と
の
項
目
が
な
く
、
「
服
食
・
鳥



獣
・
轟
魚
・
草
木
・
器
財
」
の
一
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
「
い
つ
も
の
花
」
は
初
め
か
ら
四
番
目
に
「
イ
ツ
モ
ノ
花
　
四
仙
云
、
イ

ツ
ハ
、
ホ
ム
ル
詞
也
、
藻
ノ
花
ナ
リ
、
見
安
ノ
説
ニ
ハ
、
出
藻
ノ
花
ナ
リ
、
水
中
ヨ
リ
出
ル
、
藻
ノ
花
ナ
リ
」
と
あ
り
、
見
安
説
を
引
用

し
て
の
解
説
が
詳
し
い
。
「
す
ゑ
つ
む
花
」
の
語
注
は
後
か
ら
十
一
番
目
に
あ
り
、
他
の
三
本
と
ほ
ぼ
同
様
に
「
ス
ヱ
ツ
ム
花
　
田
ク
レ
ナ

イ
ノ
ー
紅
花
也
」
と
あ
る
。

　
鳥
獣
轟魚

　
　

A　吉
　
永
　
本

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
さ
な
　
と
り
海
邊
と
つ
〉
＜
　
又
あ
ふ
み
と
も
　
い
さ
は
勇
な
り
、
な
は
魚
也
　
海
中
湖
中
の
大
魚
也
　
鯨
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
か
き
ら
す
　
勇
魚
と
も
書
り
　
季
説
に
礒
菜
取
と
義
を
と
る
所
有

　
　
　
（終
）
　
　
　
す
た
く
　
集
る
な
り
　
野
も
さ
は
に
鳥
す
た
け
り
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
と
れ
る
　
態
藝
門
に
出
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

　
　B　
神
習
文
庫
本
…
…
（
北
谷
注
　
神
習
文
庫
本
巻
四
の
語
注
は
、
「
○
イ
部
　
イ
サ
ナ
」
か
ら
始
ま
り
、
「
ス
タ
ク
」
で
終
わ
っ
て
い
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
る
。
解
説
は
、
前
掲
「
草
木
穀
菜
」
の
項
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
）

　
　C
　
東
博
資
料
館
本

　
　
　

（始
）
伊
い
さ
な
二
・
…
：
と
り
海
邊
と
つ
x
＜
亦
あ
ふ
み
と
も
い
さ
ハ
勇
也
な
ハ
魚
也
海
中
湖
中
の
大
魚
也
鯨
に
か
き
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず勇
魚
と
も
書
り
季
説
に
礒
菜
取
と
義
を
と
る
と
こ
ろ
あ
り
と

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
た
く
　
＋
七
集
る
也
野
も
さ
は
に
鳥
す
た
け
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
すな
と
れ
る
　
態
藝
門
に
出
た
り

　
　
D
　
岡
山
大
学
本

　
　
　

（始
）
　
伊
　
い
さ
な
　
二
・
…
：
と
り
海
邊
と
つ
〉
く
又
あ
ふ
み
と
も
い
さ
は
勇
也
な
は
魚
也
海
中
湖
中
の
大
魚
也
鯨
に
限
ら
す

五
井
蘭洲
『
萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭
洲

『萬
葉
集詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　勇
魚
と
も
書
り
季
説
に
礒
菜
取
と
義
を
取
処
有
と

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
た
く
　
集
る
也
野
も
さ
は
に
鳥
す
た
け
り
と

　

「い
」
の
項
の
「
い
さ
な
」
の
語
注
は
、
四
本
ほ
ぼ
等
し
く
、
な
か
で
B
の
「
服
食
・
鳥
獣
・
轟
魚
・
草
木
・
器
財
」
の
部
に
み
え
る

こ
の
語
の
注
記
は
他
の
三
本
に
比
し
て
や
や
詳
し
い
。
（
終
）
は
、
A
・
D
に
は
「
す
な
と
れ
る
　
態
藝
門
に
出
た
り
」
と
二
本
同
様
の
記

述
があ
っ
て
、
注
記
を
他
の
部
門
に
委
ね
て
い
る
が
、
「
す
た
く
」
の
語
注
は
B
本
も
含
め
て
、
四
本
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

　
服
食
器
財

　
　A
　
吉
　
永
　
本

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
は
舟
　
さ
く
め
か
い
は
舟
と
つ
〉
く

　
　
　
（終
）
　
　
　
す
り
ふ
く
ろ
　
燧
を
入
る
、
袋
也
　
旅
の
用
意
の
も
の
也
　
季
云
　
す
き
袋
也
と
　
透
た
る
袋
也
と
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
B
　
神
習
文
庫
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

　
　
　
（
始
）
（
北
谷
注
　
神
習
文
庫
本
巻
四
の
注
記
は
、
「
○
イ
部
　
イ
サ
ナ
」
か
ら
始
ま
る
。
「
い
は
舟
」
に
つ
い
て
の
注
記
は
初
め
か
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　ら
二
番
目
に
あ
る
。
解
説
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
ハ
舟
日
サ
ク
メ
カ
…
：
ト
ア
リ
、

　
　
　

（終
）
（
北
谷
注
　
神
習
文
庫
本
巻
四
の
注
記
は
、
「
ス
タ
ク
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
「
す
り
ふ
く
ろ
」
に
つ
い
て
の
注
記
は
終
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
から
二
番
目
に
あ
る
。
解
説
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　　
ス
リ
袋
　
田
四
燧
ヲ
イ
ル
・
袋
也
、
旅
ノ
用
意
ノ
物
也
、
季
注
ハ
、
ス
キ
袋
也
、
透
タ
ル
袋
也
ト
、

　
　C
　
東
博
資
料
館
本

　
　
　

（始
）
　
ヰ
　
い
は
舟
　
三
探
女
か
…
…
と
有

　
　
　

（
終
）
　
　
　
す
り
ふ
く
ろ
　
＋
八
燧
を
入
れ
る
袋
也
旅
の
用
意
の
物
也
季
抄
ハ
す
き
袋
也
と
透
た
る
袋
也
と



　
　D
岡
山
大
学
本

　
　
　

（始
）
　
伊
　
い
は
舟
　
三
探
女
…
…
と
有

　
　
　

（
終
）
　
　
　
す
り
ふ
く
ろ
　
＋
八
燧
を
入
る
袋
也
旅
の
用
意
の
物
也
季
抄
ハ
す
き
袋
と
も
透
た
る
袋
也
と

　
項目
の
立
て
方
が
相
違
す
る
B
を
も
含
め
て
、
（
始
）
「
い
は
舟
」
・
（
終
）
「
す
り
ふ
く
ろ
」
の
語
注
は
、
四
本
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
。

C
の
見
出
し
文
字
「
ヰ
」
は
、
C
本
の
中
で
こ
の
箇
所
の
み
。
「
服
食
器
財
」
と
あ
る
こ
の
項
の
み
、
「
い
」
の
見
出
し
文
字
が
四
本
全
部

相
違し
て
い
る
。

　
態
藝
事
爲

　
　A
　
吉
　
永
　
本

　
　
　
（始
）
　
以
　
い
は
ひ
ふ
し
　
い
は
発
語
鹿
は
前
足
を
折
て
ふ
す
も
の
な
り
　
う
や
く
し
き
を
い
ふ
こ
と
は
　
鶉
も
草
陰
を
は
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ひ
ま
は
る
故
に
う
つ
ら
な
す
い
は
ひ
も
と
を
り
と
い
ふ
　
又
い
は
ひ
ふ
す
ら
め
と
云
を
契
説
に
鹿
を
射
ふ
せ
　
　
　
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　る
也
い
は
ひ
も
と
を
り
と
は
鶉
を
射
て
首
を
も
と
ら
し
置
と
い
へ
り
　
前
後
矛
盾
せ
り
　
ま
へ
の
説
を
よ
し
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
と
す
へ
し

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
え
の
た
ね
か
ら
　
季
云
末
を
先
と
見
て
先
世
の
宿
業
ゆ
へ
と
い
へ
り
い
か
》
あ
ら
ん
　
見
安
云
こ
〉
ろ
の
た
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
か
ら
と
い
へ
る
も
い
ふ
か
し

　
　B
　
神
習
文
庫
本
…
…
（
北
谷
注
　
神
習
文
庫
本
で
は
、
こ
の
項
「
事
態
」
と
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ

　
　　
（
始
）
　
イ
部
　
イ
ハ
ヒ
フ
シ
　
ロ
イ
ハ
発
語
、
ハ
ヒ
ハ
、
手
足
ヲ
地
ニ
ツ
ケ
テ
パ
フ
ナ
リ
、
フ
ス
ハ
傭
也
、
是
ハ
廉
ニ
タ
ト
ヘ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
云
フ
、
シ
カ
ハ
、
前
足
ヲ
・
リ
テ
フ
ス
物
ナ
リ
、
ヨ
リ
テ
ウ
ヤ
マ
ウ
白
ハ
ヲ
タ
ト
ヘ
テ
云
フ
也
、
鶉
モ
草
陰
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
ハ
ヒ
マ
ハ
ル
故
二
、
ウ
ツ
ラ
ナ
ス
イ
ハ
ヒ
モ
ト
ヲ
リ
ト
云
フ
、

　
　
　

（終
）
　
　
　
ス
カ
ナ
ク
　
田
ロ
静
ナ
ル
心
モ
ナ
ク
也
、
心
ノ
ヲ
チ
ツ
カ
ヌ
ナ
リ
、

五
井
蘭
洲

『萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭洲
『
萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

　
　C
　
東
博
資
料
館
本

　
　
　

（始
）
　
以
　
い
は
ひ
ふ
し
　
二
い
ハ
発
語
鹿
ハ
前
足
を
折
て
ふ
す
も
の
也
う
や
く
し
き
を
い
ふ
こ
と
は
鶉
も
草
か
け
を
は
ひ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
る
故
に
う
つ
ら
な
す
い
は
ひ
も
と
を
り
と
い
ふ
亦
三
い
は
ひ
ふ
す
ら
め
と
云
を
契
沖
説
に
鹿
を
射
ふ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　也
い
は
ひ
も
と
を
り
と
ハ
う
つ
ら
を
射
て
首
を
も
と
ら
し
置
く
と
い
へ
り
前
後
矛
盾
せ
り
前
説
を
よ
し
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へし

　
　
　

（終
）
　
　
　
す
ゑ
の
た
ね
か
ら
＋
五
季
説
末
を
先
と
み
て
先
世
の
宿
業
有
と
い
へ
り
い
か
・
あ
ら
ん
見
安
の
説
に
ご
・
ろ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね

から
と
い
へ
る
も
い
ふ
か
し

　
　
D
　
岡
山
大
学
本

　
　　
（
始
）
　
以
　
い
は
ひ
ふ
し
　
二
い
ハ
発
語
鹿
ハ
前
足
を
折
て
ふ
す
も
の
也
う
や
く
し
き
を
い
ふ
詞
鶉
も
草
か
け
を
は
い
ま
は
る
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
に
う
つ
ら
な
す
い
は
ひ
も
と
ほ
り
と
云
亦
　
三
い
は
ひ
ふ
す
ら
め
と
云
を
契
中
説
に
鹿
を
射
ふ
せ
る
也
い
　
　
　
2
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
ひも
と
ほ
り
と
ハ
う
つ
ら
を
射
て
首
を
も
と
ら
し
お
く
と
い
へ
り
前
後
矛
盾
せ
り
前
説
を
よ
し
と
す
へ
し
　
　
　
　
一

　
　
　

（
終
）
　
　
　
す
ゑ
の
た
ね
か
ら
　
＋
五
季
説
末
を
先
と
み
て
先
世
の
宿
業
有
と
い
へ
り
い
か
・
あ
ら
ん
見
安
の
説
に
ご
・
ろ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
から
と
い
へ
る
も
い
ふ
か
し

　
四本
と
も
に
「
い
は
ひ
ふ
し
」
に
始
ま
っ
て
い
て
、
B
を
除
く
三
本
は
、
語
注
も
同
じ
で
あ
る
。
（
終
）
の
「
す
ゑ
の
た
ね
か
ら
」
の
語

注も
A
・
C
・
D
は
同
様
で
あ
る
が
、
B
本
の
（
終
）
は
「
ス
カ
ナ
ク
」
で
あ
っ
て
「
ス
ヱ
ノ
タ
ネ
カ
ラ
」
で
は
な
い
。
B
の
、
こ
の
項

の

終
わり
か
ら
四
番
目
に
「
ス
エ
ノ
タ
子
カ
ラ
　
田
四
季
説
、
末
ヲ
先
ト
ミ
テ
、
先
世
ノ
宿
業
ユ
ヘ
ト
解
リ
、
イ
カ
・
ア
ラ
ン
、
見
安
ノ
説
、

コ・
ロ
ノ
タ
子
カ
ラ
ト
イ
ヘ
ル
モ
、
イ
フ
カ
シ
」
と
、
他
の
三
本
同
様
の
解
を
記
し
て
い
る
。

　
虚
詞
助
鮮

　
　

A　
吉
　
永
本



　

（始
）
　
以
　
い
さ
　
縦
の
字
を
用
ひ
た
り
　
縦
然
の
心
な
れ
は
た
と
ひ
と
同
し
　
契
云
是
を
い
さ
と
讃
は
誤
也
　
よ
し
と
讃
へ

　
　
　
　
　
　
　
　　
し
と
い
へ
り
　
必
し
も
し
か
ら
す
　
い
さ
と
い
ひ
て
よ
し
の
心
に
な
る
也
　
尤
此
い
さ
は
さ
の
字
に
ご
る
へ

　
　
　
　
　
　
　
　　
か
ら
す
　
又
不
知
の
こ
・
う
に
あ
ら
す
　
さ
を
に
こ
れ
は
誘
ふ
也
　
不
知
の
心
あ
る
は
如
何
也
　
か
と
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
す

れは
な
り

　

（終
）
　
　
　
す
け
き
　
玉
簾
の
こ
す
の
す
け
き
と
有
　
仙
云
す
け
き
は
す
ご
き
也
　
静
な
る
心
と
有
　
季
云
顕
昭
俊
頼
寄
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　け
き
と
よ
み
て
し
け
き
心
と
す
　
愚
案
す
き
也
　
け
は
助
字
也
　
う
き
を
う
け
く
と
い
ふ
類
な
り
　
小
簾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
すき
ま
よ
り
来
れ
と
い
ふ
な
り

B
　
神
習
文
庫
本
…
…
（
北
谷
注
　
神
習
文
庫
本
で
は
こ
の
項
、
「
虚
詞
」
と
あ
る
。
）

　
（
始
）
　
イ
部
　
イ
サ
　
目
縦
ノ
字
ヲ
用
タ
リ
、
縦
然
ノ
心
、
タ
ト
イ
ト
云
二
同
シ
、
契
沖
云
、
是
ヲ
イ
サ
ト
ヨ
ム
ハ
誤
也
、
ヨ
シ
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
讃
ヘ
シ
ト
有
、
必
シ
モ
シ
カ
ラ
ス
、
イ
サ
ト
云
テ
、
ヨ
シ
ノ
心
ニ
ナ
ル
ナ
リ
、
モ
ト
ヨ
リ
コ
ノ
イ
サ
ノ
サ
　
　
　
2
7

　
　
　
　
　
　
　
　　ハ
、
ニ
コ
リ
讃
ヘ
カ
ラ
ス
、
ニ
コ
リ
ョ
メ
ハ
、
誘
ノ
義
ト
ナ
ル
、
又
不
知
ノ
心
二
非
ス
、
不
知
ノ
義
ナ
レ
ハ
、
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
カ
ン
ト
云
心
也
、

　
（
終
）
　
　
　
　
ス
ケ
キ
　
団
］
玉
タ
レ
ノ
コ
ス
ノ
…
…
ト
ア
リ
、
諸
説
多
シ
、
愚
案
、
ス
ケ
キ
ハ
、
ス
キ
也
、
ケ
ハ
助
字
ナ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　　
ウ
キ
ヲ
、
ウ
ケ
ク
ト
云
如
シ
、
小
簾
ノ
ス
キ
マ
也
、

C
　
東
博
資
料
館
本

　
（
始
）
　
伊
　
い
さ
　
二
縦
の
字
を
用
ひ
た
り
縦
然
の
心
な
れ
ハ
た
と
ひ
と
同
し
契
説
ハ
是
を
い
さ
と
讃
ハ
誤
り
也
よ
し
と
讃
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　　
と
い
へ
り
必
し
も
し
か
ら
す
い
さ
と
い
ひ
て
よ
し
の
心
に
な
る
也
尤
此
い
さ
ハ
さ
の
字
に
こ
る
へ
か
ら
す
亦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
知
の
こ
x
う
に
あ
ら
す
さ
を
に
こ
れ
ハ
誘
ふ
也
不
知
の
心
あ
る
ハ
如
何
也
か
と
さ
と
通
す
れ
ハ
也

　
（
終
）
　
　
　
す
け
き
　
＋
一
玉
簾
の
こ
す
の
…
…
と
有
仙
説
に
す
け
き
ハ
す
ご
き
也
静
な
る
心
と
あ
り
季
抄
ハ
顕
昭
俊
頼
寄
を
引

五井
蘭
洲
『
萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭洲
『
萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
き
き
げ
き
と
よ
み
て
し
け
き
こ
〉
う
と
す
愚
案
二
す
け
き
ハ
す
き
也
け
ハ
助
字
う
き
を
う
け
く
と
い
ふ
類
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
簾
の

す
き
ま
よ
り
来
れ
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
すた
く
　
鳥
獣
部
に
出
た
り

　
　D
　
岡
山
大
学
本

　
　　
（
始
）
　
以
　
い
さ
　
二
縦
の
字
を
用
い
た
り
縦
然
の
心
な
れ
は
た
と
ひ
と
同
し
契
説
ハ
是
を
い
さ
と
讃
ハ
誤
也
よ
し
と
讃
へ
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
い
へ
り
必
し
も
し
か
ら
す
い
さ
と
い
ひ
て
よ
し
の
心
に
な
る
也
尤
此
い
さ
は
さ
の
字
に
ご
る
へ
か
ら
す
又
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
の

心
に
あ
ら
す
さ
を
濁
れ
ハ
誘
ふ
也
不
知
の
心
有
ハ
如
何
也
か
と
さ
と
通
す
れ
ハ
也

　
　　
（
終
）
　
　
　
す
け
き
　
＋
一
玉
簾
の
こ
す
の
…
…
と
有
仙
説
に
す
け
き
は
す
ご
き
也
静
な
る
心
と
有
季
抄
ハ
顕
昭
俊
頼
寄
を
引
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　き
げ
き
と
よ
み
て
し
け
き
心
と
す
愚
案
は
…
…
ハ
す
き
也
け
は
助
字
う
き
を
う
け
く
と
い
ふ
類
也
小
簾
の
す
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
き
ま
よ
り
来
れ
と
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8

　四本
と
も
に
「
い
さ
」
に
始
ま
り
、
「
す
け
き
」
の
語
注
に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
C
の
み
は
、
更
に
「
す
た
く
」
の
見
出
し
が
あ
り
、
語
　
　
　
一

注を
他
部
門
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。
注
の
仕
方
は
、
A
・
C
・
D
ほ
と
ん
ど
相
違
な
い
が
、
B
に
は
、
他
本
の
記
述
を
縮
小
し
た
も
の
と
思

わ

れる
省
略
が
あ
る
。

　
語
注を
見
る
か
ぎ
り
、
C
本
と
D
本
と
は
極
め
て
近
く
、
B
本
の
み
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る
が
、
四
本
の
解
注
に
大
き
な
相
異
は
な

い
。
『
國
書
総
目
録
』
に
い
う
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
の
年
記
は
B
本
の
〔
あ
と
が
き
〕
、
C
本
の
「
附
言
」

に

みえ
る
が
、
C
本
を
除
く
三
本
に
つ
い
て
の
書
写
年
次
等
を
詳
細
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三　
　
〔
あ
と
が
き
〕
と
、
「
萬
葉
集
話
　
附
言
」
ー
翻
刻
1

次
に

翻
刻
す
る
も
の
は
、
神
習
文
庫
本
〈
第
三
冊
目
〉
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
〔
あ
と
が
き
〕
と
、
東
博
資
料
館
本
〈
第
五
冊
目
〉



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
マ
）

の

末
尾
に

付さ
れ
て
い
る
「
萬
葉
集
話
　
附
言
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
神
習
文
庫
本
の
末
尾
の
文
に
は
、
題
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
便
宜

上

〔あ
と
が
き
〕
と
名
付
け
て
、
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
改
行
を
／
で
表
示
し
、
判
読
し
が
た
い
箇
所
は
口
で
示
す
こ
と
と
し
た
。

ア
　
神
習
文
庫
本
　
　
〔
あ
と
が
き
〕

　
　
三
位
の

君
寄
合
の

判
の

詞
に

萬葉
に
見
え
た
り
と
い
ひ
つ
れ
は
／
閉
口
す
る
こ
と
さ
る
へ
き
に
あ
ら
す
と
の
玉
ひ
し
ハ
人
こ
と
に
か

　
　
の／
集
を
む
ね
と
せ
る
ゆ
ゑ
さ
る
い
ま
し
め
も
あ
り
け
ら
し
実
／
か
の
集
を
見
る
に
天
地
の
う
ち
に
あ
る
と
あ
る
事
大
方
も
な
し
／

　
　
すじ
も
な
く
い
ひ
出
せ
る
を
唯
此
さ
ま
に
と
の
み
ま
な
ひ
も
／
て
行
か
は
は
て
く
ハ
い
と
め
さ
ま
し
ふ
さ
れ
は
み
て
や
〉
い
／
に

　
　し
へ
の
風
も
吹
や
み
ぬ
へ
く
や
な
ら
ん
か
し
し
か
あ
ら
せ
し
／
と
て
代
々
の
先
達
の
姿
を
も
正
し
詞
を
も
え
り
み
よ
う
つ
／
の
掟
と

　
　も
し
て
ハ
へ
た
ま
ふ
た
る
に
こ
そ
さ
れ
は
又
其
つ
な
に
ま
と
／
ハ
れ
て
い
と
恥
せ
う
心
の
ま
x
に
得
う
こ
く
へ
う
も
あ
ら
す
な
り
に

　
　／た
り
此
頃
蘭
州
五
井
の
君
し
か
な
り
も
て
き
ぬ
る
は
い
と
興
／
な
し
と
お
ほ
し
て
よ
ま
す
ハ
た
、
よ
ま
で
あ
り
な
ん
讃
と
／
な
ら
　
　
　
　
一

　
　は
何
事
を
か
ハ
讃
さ
ら
ん
ふ
る
き
言
葉
を
つ
〉
け
ん
に
／
何
て
う
な
つ
く
へ
き
さ
ハ
詞
た
ら
て
は
筆
ゆ
か
す
と
て
か
の
集
の
／
詞
の
　
　
　
2
9

　
　よ
か
る
あ
し
か
る
と
も
に
か
き
つ
け
て
を
の
く
そ
の
／
品
を
わ
か
ち
詞
こ
と
に
古
き
解
の
さ
り
ぬ
へ
き
を
あ
け
は
た
／
み
つ
か
ら
　
　
　
一

　
　
の

説を
そ
へ
て
都
て
六
の
巻
と
な
し
題
し
て
萬
葉
／
集
話
と
い
ふ
景
範
是
を
写
し
得
て
ひ
そ
か
に
そ
の
む
ね
／
を
し
る
す
事
し
か
な

　
　
り

　
　
　
　實
暦
壬
申
の
夏
立
る
月
は
つ
／
か
あ
ま
り

蘭
洲
先
生
撰
　
　　
　
子
常
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　實
暦
壬
申
季
夏
子
常
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

イ
東
博
資
料
館
本

五
井
蘭
洲

『萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭
洲

『萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

萬
葉
集
話
　
附
言
　
　
　
　
浪
花
後
学
中
川
策
庵
昌
房
識

　
　
マ
マ
　

　
蘭
州

五
井
先生
ハ
浪
花
の
鴻
儒
に
し
て
こ
と
に
篤
実
徳
行
の
／
聞
え
高
し
か
つ
斯
鯨
本
邦
の
書
を
閲
し
て
い
と
ま
有
折
々
／
記
し
置

　
れし
抄
物
そ
く
は
く
な
る
夫
か
中
に
わ
き
て
伊
勢
／
物
語
を
内
外
の
二
編
に
わ
か
ち
注
釈
を
く
わ
へ
置
れ
し
に
一
家
／
識
竪
を
開
き

　在
五
の
君
年
来
の
汚
名
を
そ
〉
き
初
て
仁
愛
／
忠
孝
に
し
て
才
覚
優
長
の
人
物
た
る
事
を
知
れ
り
古
今
数
／
十
家
の
注
者
の
い
ま
た

　
い
は
さ
る
虜
な
る
を
遙
の
後
世
に
出
て
／
中
将
の
人
と
な
り
を
よ
く
わ
き
ま
へ
知
り
た
る
人
と
い
ふ
へ
し
／
其
外
萬
葉
・
古
今
集
の

　
抄
に
も
諸
説
の
誤
り
を
正
し
／
た
ら
さ
る
を
補
ひ
粗
発
明
を
く
は
へ
て
全
き
注
釈
そ
な
は
／
れ
り
凡
古
来
和
寄
を
注
せ
る
み
れ
は
抄

　
書／
其
数
は
か
る
へ
か
ら
す
近
来
に
至
り
北
村
季
吟
老
人
万
葉
／
集
以
下
勅
撰
の
集
及
ひ
伊
勢
・
源
氏
の
物
語
等
に
至
る
／
ま
で
悉

　集
成
し
て
注
せ
す
と
い
ふ
事
な
し
然
り
と
い
へ
と
も
凡
／
古
抄
の
類
を
つ
x
り
て
一
二
を
書
入
せ
る
の
み
麦
に
元
禄
の
／
年
間
浪
花

　に宗
家
の
沙
門
契
沖
と
い
へ
る
あ
り
其
頃
本
／
邦
の
學
に
冨
か
聞
え
有
て
水
戸
黄
門
君
の
命
を
受
て
／
萬
葉
集
の
注
を
纂
述
有
内
外
　
　
　
一

　
の

典
籍を
か
う
か
へ
和
語
／
を
と
く
に
悉
く
古
書
の
誤
を
正
し
秘
受
口
史
な
と
の
妄
／
説
を
用
ひ
す
誠
に
数
百
歳
の
後
に
成
て
寄
林
　
　
　
3
0

　復
古
の

学を
起
せ
り
と
謂
つ
へ
し
も
と
よ
り
堂
上
貴
介
公
子
の
御
家
に
は
／
傳
来
の
流
て
あ
れ
は
今
更
と
り
用
ひ
玉
は
さ
る
説
も
有
　
　
　
　
一

　
へ
／
け
れ
と
又
世
に
其
風
を
好
み
其
跡
を
慕
ふ
学
者
も
近
来
／
お
ほ
か
ん
め
り
今
蘭
州
先
生
も
古
来
注
家
の
是
な
る
を
元
／
と
し
茂

　き
を
刈
も
れ
た
る
を
補
ひ
か
つ
今
案
を
く
わ
え
て
／
此
話
な
れ
り
古
家
の
注
釈
を
見
ん
に
は
代
匠
記
し
か
ら
ん
／
其
饅
和
漢
の
書
に

　
正し
て
義
理
分
明
な
れ
は
也
今
又
古
体
の
／
和
寄
つ
く
ら
ん
と
思
ふ
時
際
限
な
き
言
葉
を
探
り
求
ん
に
／
も
の
う
し
か
〉
る
時
に
望

　
ん

で便
せ
ん
に
は
此
集
話
に
す
く
へ
／
か
ら
す
其
言
彼
事
や
す
ら
か
に
説
き
さ
と
し
や
す
き
を
旨
と
し
て
／
抄
出
せ
ら
れ
た
り
我
こ

　と
き
拙
き
も
の
〉
た
め
に
は
重
宝
の
た
ま
も
の
／
な
り
け
ら
し
先
生
愛
に
心
を
用
ひ
置
口
し
て
賞
し
て
そ
の
／
あ
ら
ま
し
を
記
す
又

　
い

ふ

此
書
の

國
字
後世
い
へ
る
か
な
遣
ひ
／
に
は
あ
は
さ
る
へ
し
あ
や
し
む
へ
か
ら
す
此
事
ハ
別
に
論
あ
り
／
先
生
漢
文
の
著
述
あ

　ま
た
有
此
頃
浪
花
学
校
よ
り
梓
に
／
え
り
て
世
間
に
流
布
す
志
あ
ら
ん
人
は
得
て
其
高
論
に
知
り
／
給
ふ
へ
し
和
書
に
於
て
は
其
家

　
の掌
に
あ
ら
さ
れ
と
か
や
／
お
は
せ
し
日
も
漫
に
書
写
を
ゆ
る
さ
れ
さ
り
し
か
予
は
親
み
の
／
浅
か
ら
す
し
て
幸
に
書
写
し
と
め
ぬ



　
　
蘭州
先
生
東
武
へ
赴
し
〉
時
、
隅
田
川
の
邊
り
な
る
在
五
の
詞
に
て

薄
倖
名
空
在
　
遺
文
血
色
長
　
可
憐
風
雪
夜
　
誰
為
断
愁
膓

　
　
先
生
新
題
百首
の
題
を
出
し
て
和
寄
を
よ
み
し
時
　
長
安
春
望

ま
う
の
ほ
る
大
内
山
の
春
な
れ
や
に
し
き
を
は
な
の
雲
の
う
へ
人

　
　
老
妓

も
と
ゆ
ひ
の
乱
れ
て
雪
と
ふ
る
さ
れ
し
昔
を
今
に
し
の
ぶ
も
ち
す
り

　
　
春
宮
怨

か
せを
い
た
み
御
階
の
上
に
誘
ふ
や
と
め
て
ぬ
さ
く
ら
の
う
ら
や
ま
れ
ぬ
る

　
　春
閨
怨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

う
く
ひ
す
の
音
羽
の
山
の
音
に
た
に
人
の
た
よ
り
を
ま
ち
つ
〉
も
か
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　一

　
　楠
中
将

た
の
む
へ
き
面
の
枝
や
た
ち
か
へ
り
世
を
す
へ
ら
き
の
夢
に
い
り
ふ
し

　
　
孔
雀

山
と
り
に
あ
ら
ぬ
は
つ
を
の
た
ま
さ
か
に
南
の
海
を
幾
重
こ
え
来
し

　
　
東山
長
囎
子

生る
日
の
宿
の
け
ふ
り
は
先
消
ぬ
つ
ひ
の
薪
の
身
は
の
こ
れ
と
も

う
め
が
枝
も
春
や
昔
と
匂
ふ
夜
に
か
た
み
く
も
れ
る
あ
り
あ
け
の
月

都
人夢
に
入
な
〉
は
つ
尾
花
手
ま
く
ら
か
れ
て
あ
き
か
せ
そ
ふ
く

　
　
下
河
辺
長流
子

五
井
蘭
洲

『萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て



五
井
蘭
洲

『萬
葉
集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て

　
　
　
敷し
ま
の
大
和
な
か
ら
に
は
た
は
り
の
か
ら
錦
と
も
見
ゆ
る
こ
と
の
葉

　
　
　橋
な
ら
ぬ
人
の
こ
と
の
葉
朽
も
せ
し
長
柄
の
川
の
な
か
く
流
れ
て

　
　
　
　
　契
沖
子
　
今
の
寄
を

　
　
　ち
は
や
振
神
代
の
八
雲
す
ゑ
の
世
に
う
す
ら
き
は
て
x
色
も
の
こ
ら
す

　
　
　
　
　
今
の

神
道を

　
　
　を
ひ
初
し
其
夢
か
い
の
根
を
も
み
ぬ
神
代
の
こ
と
や
末
に
た
か
は
ん

　
　
　
　
　
簑
かさ
あ
し
た

　
　
　
露
の身
の
な
に
か
さ
ま
く
物
は
思
ふ
あ
し
た
の
ほ
と
を
千
世
と
頼
み
て

　
　古
風を
慕
つ
る
人
ら
の
集
中
に
て
能
よ
み
玉
へ
る
と
愚
案
に
／
思
へ
る
を
ひ
と
つ
ふ
た
つ
書
出
し
侍
り
ぬ
尚
い
く
ら
も
有
ぬ
へ
し
　
　
　
　
一

　
　
　
　寛
政
九
と
い
ふ
と
し
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　冬
に
い
た
る
あ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
高
津
屋
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
川
昌
房
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
　
　あ
　
と
　
が
　
き

　
近
世
大阪
の
碩
学
五
井
蘭
洲
（
一
六
九
七
～
一
七
六
二
）
の
著
に
な
る
『
萬
葉
集
詰
』
は
、
萬
葉
集
中
の
難
解
な
語
句
に
注
解
を
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
萬
葉
集
研
究
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
著
書
で
あ
る
。
今
回
は
、
前
述
四
本
の
体
裁
の
一
部
を
検
討
し
て
み
た
。
吉
永
本

を
考
察
し
た
も
の
に
拙
稿
「
『
萬
葉
集
詰
』
に
つ
い
て
ー
そ
の
方
法
論
的
考
察
ー
」
（
『
千
里
山
文
学
論
集
』
第
2
9
号
・
昭
和
5
8
年
1
2
月
）
が

あ
る
。
四
本
の
内
容
の
検
討
を
引
き
続
い
て
の
課
題
と
し
た
い
。



〔付記
〕
　
翻
刻
・
索
引
作
成
・
本
稿
に
つ
い
て
、
資
料
の
閲
覧
に
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
八
木
毅
氏
・
廣
岡

　
　
　
　義
隆
氏
、
山
本
和
明
氏
を
は
じ
め
本
学
国
文
学
研
究
室
の
諸
氏
に
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
3
3一

五
井
蘭
洲

『萬
葉集
詰
』
の
諸
本
に
つ
い
て


